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奨　励　賞

チェン　リーチュイン 氏［山梨大学，博士（工学）］
〔業績〕　超大気圧質量分析イオン源の開発とその応用

リーチュイン・チェン氏は，マレーシア工科大学（Universiti Teknologi Malaysia）修士課程修了後，2004年に国費留学
生として山梨大学医学工学総合研究部の博士課程に進学し，光近接場支援レーザ脱離イオン化の研究を開始し，2007年に
博士課程修了後は，山梨大学クリーンエネルギー研究センター博土研究員，さらには日本学術振興会特別研究員として平
岡賢三教授のもとで探針エレクトロスプレーとバリヤ放電イオン化に関する研究などで多数の成果をあげた．それらの業
績は目覚ましいが，特筆すべきものとして，1気圧を超える圧力下でのエレクトロスプレーイオン化技術を取り上げる．
大気圧下では，エレクトロスプレー発生電圧と空気の絶縁破壊電圧が近いので，水溶液のように大きな表面張力をもつ

試料への適用が難しい．チェン氏は，放電を起こす絶縁破壊電圧が高圧領域で増加するというパッシェンの法則に着目
し，1気圧以上（現在20気圧まで実現）の圧力下で，エレクトロスプレーを発生させるチャンバーを設計・製作し，それ
までに培ってきた高度の電気工学的知識と装置製作能力をもって，このイオン源を市販の質量分析計に取り付け，その特
性を評価し，応用研究をさまざまに展開している．
このイオン化法では有機溶媒を用いないことから，未変性タンパク質の高感度イオン化が実現でき，また下では溶媒温

度が標準沸点以上に上げられることから，最近では溶媒温度180°Cでの高圧高温エレクトロスプレーを利用したオンライ
ンでのタンパク質消化－質量分析にも成功しており，今後，タンパク質の解析など生命科学分野に貢献をすると期待でき
る．氏は，この高圧イオン源の概念をエレクトロスプレーに加えて気相化学イオン化法にも適用し，高圧下では従来の大
気圧化学イオン化に比べてよりソフトなイオン化と高感度化が実現できることを見いだした．
また，チェン氏は，生きた単一細胞を直接質量分析する技術や爆発物検知に適用するイオン源の開発など多角的に研究
開発を展開し，チェン氏がこれまでに筆頭著者あるいは責任著者として発表した論文はすでに20編を超えるなど，発信
力は旺盛で，また，それらの業績に対する国際的評価は高い．
以上，超大気圧質量分析イオン源の開発とその応用に関するチェン氏の研究成果は，質量分析学の進歩に寄与する優れ

たものであり，また，チェン氏が，現在も活発に質量分析学研究を行い，その将来の発展を大いに期待できることから，
ここに日本質量分析学会奨励賞に値するものとして贈呈を決定した．
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